
健幸づくりプロジェクトの推進と令和５年度の取組
現状と課題 今後の展開

③ ビッグデータを活用した健康対策の推進

【現状】
・ 西和賀町において、PHR(ﾊﾟｰｿﾅﾙ・ﾍﾙｽ・ﾚｺｰﾄﾞ)を試験的に導入（令和２年度、
県補助）し、モニターを対象にPHRの一部機能の試験運用を開始（令和３年度）

・ 「岩手県医療等ビッグデータ利活用システム」の分析結果をもとに、ホーム
ページ等を活用し、健康づくりに向けた情報発信を実施（令和４年度）

【課題】
・ 健康づくりに向けた県民への情報発信
・ PHR導入による効果等の検証

① 個別疾患を
抽出するシステ
ムの構築

脳卒中患者データの抽出システムの成果や課題について検証

② 健康・医
療・介護デー
タを連結する
連携基盤の構
築

■ 分析結果を踏まえたデータに基づく市町村支援
健康・医療・介護データを連結したデータについて、保険

者間での比較や俯瞰的分析を実施し、市町村に提供する
など、データに基づく市町村支援を強化

■ 外部機関との連携の推進
研究機関などの外部機関と連携した取組（共同研究

等）を実施

③ ビッグデー
タを活用した
健康対策の推
進

■ 健康づくりに向けた情報発信
医療等ビッグデータの分析結果を踏まえ、健康づくりに

向けた情報発信を実施

■ PHR導入モデルの実証
西和賀町におけるPHRの実証事業を通じて、PHR導入

による効果等を検証

② 健康・医療・介護データを連結する連携基盤の構築

■ 独自の医療等ビッグデータ利活用システム（データベース）の構築・活用
【現状】
・ 県内の健康・医療・介護データを集積し、分析を行う「岩手県医療等
ビッグデータ利活用システム」を構築（令和元年度）

・ 集積データの拡充のための機能強化を実施するとともに、データ集積を
開始（令和２年度）

・ 基本となる分析に着手（令和３年度）
・ 分析結果を市町村等へ提供（令和４年度）

【課題】
・ 集積データの充実（最新データの取り込み等）
・ 分析テーマの充実

■ ビッグデータ分析体制の充実
【現状】

外部研究機関等（社会保障・人口問題研究所等）と連携した分析を実施
【課題】

外部研究機関との連携体制の強化

① 個別疾患を抽出するシステムの構築

【現状】
電子カルテから脳卒中患者データを抽出する機能を開発（令和元年度）

【課題】
開発したアルゴリズムの効果等の検証

令和５年度の具体的な取組
① 個 別 疾 患 を 抽 出 す る シ ス テ ム の 構 築

・ 脳 卒 中 患 者 デ ー タ の 抽 出 シ ス テ ム の 運 用 状 況 に つ い て 情 報 収 集

② 健 康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ を 連 結 す る 連 携 基 盤 の 構 築

・ 岩 手 県 医 療 等 ビ ッ グ デ ー タ 利 活 用 シ ス テ ム を 運 用 。 保 険 者 か ら 最 新 年 度
の デ ー タ を 収 集 し 、 デ ー タ を 充 実 （ ※ ）

・ 保 険 者 間 比 較 や 俯 瞰 的 分 析 の 結 果 を 市 町 村 等 に 提 供 し 、 地 域 の 健 康 課
題 の 「 見 え る 化 」 を 進 め 、 市 町 村 が 行 う 健 康 づ く り の 取 組 を 支 援 （ ※ ）

・ 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 等 と 連 携 し た 共 同 研 究 等 を 実 施 （ ※ ）

③ ビ ッ グ デ ー タ を 活 用 し た 健 康 対 策 の 推 進

・ 「 岩 手 県 医 療 等 ビ ッ グ デ ー タ 利 活 用 シ ス テ ム 」 の 分 析 結 果 を も と に 、 ホ ー
ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、 健 康 づ く り に 向 け た 情 報 発 信 を 実 施 （ ※ ）

・ 西 和 賀 町 に お け る Ｐ Ｈ Ｒ 実 証 事 業 を 通 じ て 、 P H R 導 入 に よ る 効 果 等 に つ
い て 情 報 収 集

※ 健幸づくりプロジェクト推進費 10百万円［政プロ費］により実施
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「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算
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「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算「新しい時代を切り拓くプロジェクト」の推進と関連予算健幸づくりプロジェクトの今

１ 健康・医療・介護データを連結する連携基盤の構築
〇 健診や医療、介護のレセプトデータなどを匿名化した上で集積する「岩手県医療等ビッグデータ利

活用システム」を構築（R元～R２）

〇 保険者等からデータを収集（R２～）

〇 「疾病状況及び受療行動」や「特定健診結果」、「後期高齢者健診結果」など、基本となる分析に着
手（R３～）

○ 研究機関などの外部機関と連携した取組（共同研究等）を推進（R４～）

２ 分析結果を踏まえたデータに基づく市町村支援
〇 保険者間での比較や俯瞰的分析を実施することにより、地域の健康課題の「見える化」を進め、市

町村等が行う健康づくりの取組を支援（R４～）

３ 健康づくりに向けた情報発信
〇 医療等ビッグデータの分析結果を踏まえ、健康づくりに向けた情報を発信（R４～）

４ ＰＨＲ（パーソナル・ヘルス・レコード）のモデル的導入
〇 西和賀町においてＰＨＲを試験的に導入（Ｒ２、県補助）

○ 実証を通じて効果等を検証（R３～）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

